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「技術開発賞」
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にて受賞された方々によ
る技術の解説．
本年 8 件授与．
本号は4件受賞記事掲載．
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車名・型式 CX-80 　※以下記載は
XD-HYBRID Premium 

Modern
3CA-KL3R3P

全長(mm) 4,990
全幅(mm) 1,890
全高(mm) 1,710
車両重量(kg) 2,120
車両定員(名) 6
最小回転半径(m) 5.8
総排気量（L） 3.283
エンジン最大出力
（kW/rpm） 187/3,750

エンジン最大トルク
（Nm/rpm） 550/1,500-2,400

ご自身のこだわりと家族や仲間との時間を大切にするお客さまに，
圧倒的な運転体験と上質で心豊かな移動体験を両立し，高い環境
性能と安心安全のカーライフをお届けすることを目指した，マツダ
のフラッグシップモデルです．

本誌アンケートのお願い
読者の皆様へ

皆様の声をお聞かせください

アンケートの
ご回答はこちら 設問は9問、3分ほどでご回答いただけ

ます！

●電子ブックの印刷
時は, 高解像度版
PDFをご利用くだ
さい.
●PDFのテキストコ
ピー機能はご利用

会誌電子ブックのご案内

やっぱりクルマを運転したい！─「自動運
転」？いいえ，「自分で動かす運転」です！─

次号特集

自動運転研究が盛んな今だからこそ，運転を見直したい！　
読むと運転したくなる，そんな記事を厳選してお届けします！
 乞うご期待！！
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エンジン排気に加え，今後規制されるブレーキやタイヤの摩耗粉塵も含め，
環境への影響を踏まえて紹介します．
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